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当
財
団
は
、
日
本
整
形
外
科
学
会
発
表
の
報
告
件

数
の
う
ち
、
全
国
で
実
施
さ
れ
て
い
る
脊
椎
内
視
鏡

下
手
術
の
約
10
％
を
実
施
し
て
い
る
。
当
初
は
病
床

数
60
床
の
岩
井
整
形
外
科
内
科
病
院
だ
け
で
年
間
１

７
０
０
件
の
手
術
を
実
施
し
て
い
た
が
、
手
術
件
数

が
増
加
し
、
病
院
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
超
え
る
ま
で

に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
２
０
１
５
年
７
月
に
当
財

団
の
２
院
目
と
な
る
脊
椎
、
関
節
に
特
化
し
た
稲
波

脊
椎
・
関
節
病
院
を
開
院
し
た
。

　

病
院
が
２
施
設
に
増
え
、
手
術
件
数
を
増
や
す
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
反
面
、
物
理
的
に
距
離
の
あ
る

２
つ
の
施
設
に
分
か
れ
た
た
め
、
新
た
な
課
題
が
発

生
し
た
。
そ
れ
は
、
２
施
設
に
分
か
れ
た
患
者
情
報

の
共
有
を
行
う
た
め
の
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
我
々
は
情
報
の
共
有
に
際
し
、
ク

ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
で
解
決
を
試
み

た
。当
財
団
の
全
体
シ
ス
テ
ム
構
成
を
図
１
に
示
す
。

　

本
稿
で
は
、
新
病
院
の
開
院
を
契
機
に
当
財
団
で

導
入
し
た
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
内
容
と
そ
の

効
果
、並
び
に
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
述
べ
る
。

医
療
情
報
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の 

ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

従
来
、
岩
井
整
形
外
科
内
科
病
院
に
お
け
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
し
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
な
い
も
の
と
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
も
の
に
分
け
て
運
用
を
し
て
い

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
な
い
も
の
と
し
て

は
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
や
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
（Picture 

A
rchiving and Com

m
unication System

）
が

稼
働
し
て
い
る
医
療
情
報
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ

る
。

　

元
々
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

メ
ー
ル
サ
ー
バ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
用
の
コ
ン
テ
ン
ツ

サ
ー
バ
をSaaS

／PaaS

（
注
）
に
て
利
用
し
て

い
た
。
今
回
、
２
院
目
を
開
院
す
る
に
当
た
り
、
医

療
情
報
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
側
で
の
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ

ム
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
に
し
た
。

（
注
）SaaS

と
はSoftw

are as a Service

の
頭
文
字

を
と
っ
た
略
語
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
メ
ー
ル
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
機
能
な
ど
）

を
提
供
す
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
ま
た
、

PaaS

と
はPlatform

 as a Service

の
頭
文
字
を
と
っ

た
略
語
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
稼
働
す
る
た
め
の
ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア
（
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
を
提
供
す
る
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

医
療
情
報
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の 

IaaS

利
用

　

医
療
情
報
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
側
の
最
初
の
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
シ
ス
テ
ム

のIaaS

（
注
）
と
、
各
病
院
とIaaS

を
接
続
す
る

要
旨
：
情
報
を
ク
ラ
ウ
ド
化
し
て
集
約
す
る
こ
と

で
、
物
理
的
な
距
離
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
手
術

技
術
を
含
め
た
医
療
情
報
の
共
有
が
可
能
と
な

り
、
さ
ら
に
コ
ス
ト
の
最
適
化
も
実
現
で
き
る
見

通
し
で
あ
る
。
情
報
を
複
数
施
設
で
共
有
す
る
こ

と
で
、
情
報
の
均
一
化
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
医
療
の
質
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
と

考
え
る
。

HIS─それ程凄いか、クラウド＆仮想化総特集

総　論

技術進展がもたらす
医療応用

選択と構築からみた
実際的効果
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◆Summary
Cloud computing for Medical information sharing is one of the 
most attractive applications, where Patient information including 
surgical technique can share, not taking into consideration of a 
restrict physical distance and also a fascinating solution for re-
ducing running costs. Homogenizing healthcare information 
contribute to improving the overall quality of healthcare.

複
数
施
設
で
の
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｖ
Ｐ
Ｎ
（V

irtual Private 
N

etw
ork

）
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
。
Ｖ
Ｐ
Ｎ
と
は

情
報
を
暗
号
化
し
て
、
仮
想
上
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
回

線
を
構
築
す
る
方
法
で
あ
る
。

　

こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｖ
Ｐ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
病
院
間
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
回
線
に
よ

る
接
続
が
可
能
と
な
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
が
図

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
相
互
の
病
院
同
士
で

医
師
に
よ
る
カ
ル
テ
や
所
見
の
参
照
お
よ
び
放
射
線

検
査
な
ど
の
画
像
閲
覧
が
、
よ
り
強
固
な
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
下
で
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
ベ
ン
ダ
ー
が
提
供

し
て
い
る
Ｓ
Ｓ
Ｌ-

Ｖ
Ｐ
Ｎ
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
ア
ク

セ
ス
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
し
て
い
る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
よ
り
、
自
宅
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
線
を
利
用
し
た
電
子
カ
ル
テ
の
利
用
が
可
能
と

な
っ
た
。
今
後
は
遠
隔
診
療
と
し
て
の
活
用
も
検
討

し
て
い
る
。

　

前
記
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
シ
ス
テ
ム
や
リ
モ
ー
ト
ア

ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
は
、
こ
れ
ま
で
院
内
に
自
主
運
用

の
サ
ー
バ
や
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
機
器
を
設
置
し
て
環

境
を
構
築
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
数
年
後
に
発
生
す

る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
リ
プ
レ
ー
ス
や
機
器
の
長
期
稼
働

に
よ
る
経
年
劣
化
の
た
め
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
不
慮

の
事
態
に
お
け
る
物
理
的
破
損
に
よ
る
情
報
喪
失
へ

の
対
応
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
今
回
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
に
環
境
を
構
築
し
た
こ
と
で
、
そ
う
い
っ
た
コ

ス
ト
や
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

（
注
）IaaS

と
はInfrastructure as a Service

の
頭

文
字
を
と
っ
た
略
語
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し

て
仮
想
サ
ー
バ
や
Ｏ
Ｓ
を
提
供
す
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
（
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
や

設
定
作
業
は
利
用
者
に
て
実
施
）。

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
のIaaS

環
境
へ
の
構
築

　

今
回
２
病
院
間
の
職
員
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
方
法
を
検
討
す
る
に
当
た
り
、
電
話
や
メ
ー

ル
で
は
な
く
対
面
会
議
と
同
等
の
品
質
確
保
が
実
現

で
き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
をIaaS
環
境
に
構

築
し
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
導
入
に
当
た
っ
て

は
、
据
え
付
け
型
の
テ
レ
ビ
会
議
専
用
機
に
よ
る
テ

レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
と
ど
ち
ら
に
す
る
か
検
討
を

行
っ
た
。
据
え
付
け
型
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
を
伴
う
テ

レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
し
た
場
合
、
数
年
毎
に
シ
ス

テ
ム
リ
プ
レ
ー
ス
の
必
要
が
生
じ
る
上
に
、
利
用
場

所
も
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

前
記
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ

ア
シ
ス
テ
ム
と
同
じ
医
療
情
報
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
側

の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
に
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
リ
プ
レ
ー

ス
の
必
要
が
な
く
、
ど
こ
で
も
す
ぐ
に
会
議
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
が
利
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、こ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
は
、リ
モ
ー

ト
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
も
可
能
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
先
ほ
ど
の
遠
隔
診
療
検
討
と
併
せ
て
院
外

の
医
師
と
の
専
門
的
な
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
利
用
な
ど

も
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
管
理
シ
ス

テ
ム
（H

andbook

）
で
のS

aaS

利
用

　

当
財
団
で
は
、
患
者
さ
ん
へ
の
手
術
説
明
資
料
の

閲
覧
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
し
て
い
る
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
導
入
す
る
前
は
診
察
室
に
て
患
者
さ
ん
１

人
ひ
と
り
に
対
し
て
手
術
説
明
を
実
施
し
て
い
た
た

め
、
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
は
説
明
に
30
分
以
上
も
要

し
て
い
た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
り
、
患
者
さ
ん
は
医
師

の
説
明
前
に
手
術
説
明
資
料
の
閲
覧
を
行
う
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
医
師
は
患
者
さ
ん
に
共
通
す
る
手
術

説
明
を
省
略
し
、
患
者
さ
ん
の
質
問
に
回
答
す
る
形

式
で
説
明
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
説
明

に
要
す
る
時
間
を
従
来
の
３
分
の
１
に
短
縮
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
。

HIS─それ程凄いか、クラウド＆仮想化総特集

総　論

技術進展がもたらす
医療応用

選択と構築からみた
実際的効果
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図 1　全体システム構成
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こ
の
手
術
説
明
資
料
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
登
録

す
る
方
法
と
し
て
、
当
初
は
手
術
説
明
資
料
が
登
録

さ
れ
て
い
た
パ
ソ
コ
ン
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
有
線

の
ケ
ー
ブ
ル
に
接
続
し
て
実
施
し
て
い
た
。
新
病
院

の
開
院
に
よ
り
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
台
数
も
増
え
た

こ
と
を
考
慮
し
、
新
た
にSaaS

に
よ
る
モ
バ
イ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
管
理
シ
ス
テ
ム
「H

andbook

」
を
導

入
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
へ
の
手

術
説
明
資
料
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
同
期
を
可
能
と

し
、
ど
ち
ら
の
病
院
に
い
て
も
同
一
の
手
術
説
明
資

料
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
閲
覧
環
境
を
病
室
に
設

置
の
パ
ソ
コ
ン
へ
も
展
開
し
、
病
院
の
案
内
や
医
師

の
紹
介
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
配
信
を
計

画
し
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ン
テ
ン
ツ
管
理
シ
ス
テ
ム

の
閲
覧
履
歴
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
も
考
え
て

い
る
。

医
療
デ
ー
タ
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
活
用

　

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
よ
る
情
報
の
共
有

を
、
医
療
技
術
者
間
の
情
報
共
有
に
も
活
用
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
当
財
団
は
、
内
視
鏡
下
の
脊
椎
手

術
の
習
得
を
希
望
す
る
研
修
医
を
受
け
入
れ
て
お

り
、
そ
の
研
修
期
間
は
約
６
ヵ
月
か
ら
で
あ
る
。
常

勤
の
医
師
の
指
導
の
も
と
技
術
を
習
得
し
、
短
期
間

に
執
刀
医
と
な
り
実
績
を
積
む
よ
う
に
し
て
い
る
。

し
か
し
、
研
修
を
終
え
た
後
は
、
症
例
に
遭
遇
す
る

機
会
や
手
術
件
数
の
減
少
が
必
発
で
あ
る
た
め
、
そ

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取
れ
る
体
制
構
築
を
検
討
し
て

い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
デ
ー
タ
を
匿
名
化
す
る
こ
と
を
条

件
と
し
て
、
セ
キ
ュ
ア
な
環
境
で
、
症
例
の
検
討
や

参
照
の
で
き
る
環
境
を
設
け
て
い
る
（
図
２
）。

　

ま
た
12
年
よ
り
、
患
者
さ
ん
に
対
し
て
手
術
の
効

果
を
客
観
的
に
判
断
す
る
た
め
に
、
患
者
立
脚
型
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
得
し
て
い
る
。
現
在
、
当
財
団
が

保
有
す
る
手
術
中
画
像
の
デ
ー
タ
は
約
７
０
０
０

件
、
手
術
前
後
の
臨
床
デ
ー
タ
は
約
３
０
０
０
件
で

あ
る
。
病
院
保
有
の
デ
ー
タ
を
多
く
集
め
る
こ
と
で

分
析
の
精
度
が
上
が
り
、
よ
り
よ
い
医
療
を
提
供
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
デ
ー

タ
を
ク
ラ
ウ
ド
上
で
開
示
し
、
当
財
団
で
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
を
院
内
外
で
広
く
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
医
療
技
術
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

一
方
で
、
デ
ー
タ
開
示
の
実
現
化
に
は
い
く
つ
か

の
課
題
が
あ
る
。
実
用
化
す
る
に
当
た
り
、
当
財
団

の
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
整

備
す
る
た
め
に
、
以
下
の
シ
ス
テ
ム
を
整
理
す
る
必

要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
診
療
情
報
の
収
集
・
管
理
・

抽
出
を
実
現
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
化
の
複

数
の
情
報
源
（
ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
を
含
む
患
者
情

報
・
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
を
含
む
診
療
情
報
・
会
計
情
報

等
）
を
連
結
す
る
た
め
の
ス
キ
ー
ム
を
整
理
し
、
ク

ラ
ウ
ド
を
用
い
て
構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
課

題
に
つ
い
て
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
。

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
よ
る
効
果

　

情
報
を
ク
ラ
ウ
ド
化
し
て
集
約
す
る
こ
と
で
、
物

理
的
な
距
離
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
情
報
共
有
が
可

能
と
な
り
、
さ
ら
に
コ
ス
ト
の
最
適
化
も
実
現
で
き

る
見
通
し
で
あ
る
。

　

情
報
を
複
数
施
設
で
共
有
す
る
こ
と
で
、
病
態
、

治
療
法
の
優
劣
の
よ
り
正
確
な
把
握
と
情
報
の
均
一

化
な
ど
が
可
能
と
な
り
、
医
療
の
質
の
向
上
に
大
き

く
貢
献
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

※　
　
　
　
　

※

金
子
剛
士
（
か
ね
こ
・
た
け
し
）
●
76
年
北
海
道
生
ま
れ
。

05
年
愛
知
医
科
大
卒
。
10
年
東
京
医
科
歯
科
大
大
学
院

医
歯
学
総
合
研
究
科
医
療
管
理
政
策
学
修
士
課
程
修
了
、

14
年
博
士
課
程
修
了
。
15
年
７
月
稲
波
脊
椎
・
関
節
病

院
勤
務
。
同
年
10
月
よ
り
岩
井
整
形
外
科
内
科
病
院
整

形
外
科
勤
務
。
日
本
整
形
外
科
学
会
専
門
医
、
日
本
整

形
外
科
学
会
リ
ウ
マ
チ
認
定
医
、
医
学
博
士
、
医
療
管

理
学
士
（
Ｍ
Ｍ
Ａ
）。

HIS─それ程凄いか、クラウド＆仮想化総特集

総　論

技術進展がもたらす
医療応用

選択と構築からみた
実際的効果
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図 2　クラウドによる情報共有画面例
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